







































                                                             
1 本稿に関連する拙稿を末尾に掲げた。なお、以下インターネット情報の最終アクセ
ス日は、2018 年 11 月 3 日である。 
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というように段階化された高等教育の基本構造が導入されることになった。 
	 図 1 は、「段階化された高等教育の基本構造で学ぶ学生数の推移」を 2009
年と 2012 年で比較したものある2。たとえばドイツでは、2009 年で 35.6％、
2012 年で 61.9％となっている。 
図 1：段階化された高等教育の構造で学ぶ学生数の推移（2009 年と 2012 年） 
	 ※国名の略称については、注（1）を参照。 
（出典）European Commission/EACEA/Eurydice, The European Higher Education Area in 
2015: Implementation Report, Education, Audiovisual and Culture Executive Agency, 
2015, p.49. 
 
	 次の表 1 は、「ヨーロッパ各国の大学の修了形態」に関するデータである。
ドイツを見ると、「3 年未満のショートプログラム」（日本で言えば短大に相
当する）は 0.0％で、ドイツにはそうした課程は設けられていない。バチェラ
ーが 45.5％、マスターが 9.3％となっている。あとドクターが 7.1％で、その
                                                             
























                                                             
3 これまでドイツの大学は、「自由な学習」ということで、在学年限についての規定は
なく、国家試験の合格が大学卒業を意味していたこともあり、長期在学者は珍しく
























（出 典 ） Bologna-Prozeß:Die neuen Abschlüsse Bachelor und Master an deutschen 
Hochschulen [http://www,schulberatung,bayern,de/sbwest/BA_Ma,ppt] 
 
	 次に図 3 は、「大学の種類別学修課程数」である。ドイツの大学は大きく、
学術大学と専門大学に分けることができる。総合大学は学術大学である。学














（出典）Hochschulrektorenkonferenz（HRK）, Statistiken zur Hochschulpolitik, 1/2015, S.11. 
 










図 4：大学の種類別試験合格者の割合（2014 年・％） 
（出典）HRK, a.a.O., S.30. 
 






（出典）HRK, a.a.O., S.29. 
 












                                                             
8  Bundesministerium für Bildung und Forschung, Bildung in Deutschland 2016, Ein 



















表 2 は、「バチェラーとマスターの種類」である。 
 
表 2：バチェラーとマスターの種類（ドイツ） 





組み」（European Qualifications Framework for lifelong learning，EQF）である。
目下、この EQF に対応する各国ごとの「国の資格枠組み」（National 
Qualifications Framework，NQF）の制定作業が進められている。EQF は、「レ
ベル 1」から「レベル 8」の 8 段階に区分された資格枠組みで、各国は、この
EQF に対応したそれぞれの NQF を策定しているところである10。ドイツでは
すでに、「ヨーロッパ資格枠組み」に対応する「ドイツ資格枠組み」（Deutscher 
Qualifikationsrahmen, DQR）が策定されている11。国によってレベル段階は異
                                                             
10 NQFは、すでに28か国でフルに稼動している。導入が進行していない国はロシアな
ど数か国のみである（European Commission/EACEA/Eurydice, The European Higher 
Education Area in 2018:Bologna Process Implementation Report. Luxembourg: Publications 












Bachelor of Arts（B.A.） 





Bachelor of Science（B.Sc.） 
Master of Science （M.Sc.） 
経済学 Bachelor of Arts（B.A.）または Bachelor of Science（B.Sc.） 
Master of Arts（M.A.）または Master of Science（M.Sc.） 
工学 Bachelor of Engineering（B.Eng.）または Bachelor of Science（B.Sc.）
Master of Engineering（M.Eng.）または Master of Science（M.Sc.） 
法学 Bachelor / Master of Laws（LL.B.）/（LL.M.） 
フリーアート Bachelor / Master of fine Arts （B.F.A.）/（M.F.A.） 
造形芸術など応用的な課程 Bachelor / Master of Arts（B.A.）/（M.A.） 
音楽 Bachelor / Master of Music（B.Mus.）/（M.Mus.） 
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（出典）Thomas Bals, Zur Einbeziehung non-formal und informell erworbener Kompetenzen 
in den DQR. 
 
	 EQF に対応する NQF ができると、次のようなことが可能となる。たとえ
ば図 6 に示したように、X 国の「レベル 5」に相当する資格は、EQF の「レ
ベル 6」と対応する。一方、ドイツの「レベル 6」に相当する資格は EQF の
「レベル 6」に対応するので、X 国のある資格は、EQF を介してドイツの「レ
ベル 6」と同等ということになるという仕組みである12。高等教育の「学士」、

















表 3：生涯学習のためのドイツ資格枠組み（レベル 6） 





































































プ ロ セ ス
の た め の
目 標 を 定
義し、省察
し、評価で
き る 。 学
習・作業プ
ロ セ ス を
自 律 的 に
か つ 持 続

























                                                             


























































（出典）DQR, Liste der zugeordneten Qualifikationen , Aktualisierter Stand: 1. August 2018. 
 
Ⅲ 普通教育と職業教育の間の横断的移行 







































	 図 7 は、親が大学卒業者か、非大学卒業者かの違いにより、その子どもが
どのくらいの割合で大学（学士・修士・博士）に進学しているかを示したも
のである。基礎学校（小学校）の生徒 100 人中、親が非大学卒の場合、大学
に入学する者は 21 人で残りの 79 人は大学以外のコースを選択する。学士の
修了者は 15 人、マスターは 8 人、ドクターになるとわずか 1 名に過ぎない。
これに対し、親が大学卒の場合は 74 人が大学に入学している。学士の修了者

































（原注）1. 2007 年と 2009 年の中間値。2. 親が非大学卒とは両親ともに大学修了証を
もたない場合、親が大学卒とは親の少なくとも片方が大学卒をいう。 
（出典） Hochschul-Bildungs-Report 2020: Höhere Chancen durch höhere Bildung?; 






























（出典）Stefanie Schiller, DQR, EQR und ECVET – Bildungspolitische Rahmenbedingungen 
und Instrumente auf nationaler und europäischer Ebene.  
 












                                                             
19 2004 年 12 月 14 日。‟Maastricht Communiqué on the Future Priorities of Enhanced 





































ゲン･プロセスと今後の看護教育のゆくえ」医学書院『看護教育』54 巻 2 号（通号





















教授退職記念号）60 巻 4 号，pp.75-101. 
 
※本稿は、第 51 回東北教育哲学・教育史学会（2018 年 9 月 1 日，於：東北
大学）において口頭発表した内容を骨子に加筆修正を施したものである。あ
わせて九州大学第三段階教育研究センタ 「ーNQF 部会海外タスクフォース研
究会」（2017 年 10 月 28 日，於：九州大学東京オフィス）で行った報告「ド
イツの学位資格枠組み制度」の内容も挿入している。 
